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金城安紀さん（津嘉山）

　３年生では、金城さんを講師に迎え
そろばんにチャレンジしました。「ひ
いて、おいて、はらう」を合い言葉
に、一生懸命そろばんをはじく児童の
姿が見られました。

「ようこそ！先輩」南風原小学校６年生

津嘉山小・かぼちゃ講話
　３年生は、南風原町役場・産業振興課農政
班の儀保まゆみさんと、沖縄県の野菜品評会
で金賞を受賞したこともある、かぼちゃ農家
の新垣真人さんから、南風原町の特産品「か
ぼちゃ」について学びました。
「大好きなかぼちゃのことを知ることができ
て、もっとかぼちゃが好きになりました。」
「ぼくもかぼちゃ農家になりたいと思いまし
た。」と児童から嬉しい声が聞こえました。

集中して講話を聴く
児童の様子（下）

儀保まゆみさん・新垣
アラカキ

真人
マコト

さん

　４月から中学生になる６年生（１３２名）
が、南風原小卒業生の中学３年生と高校３年
生を招き、学校生活の様子を聞きました。６
年生からは部活と勉強の両立法や、友人関
係、大学進学の決め手等、たくさんの質問が
あり、先輩たちは丁寧に答えてくれました！

　ニューヨーク在住のパティシエ垣花聡子さん
（宮平出身）が、母校で「プロフェッショナルか
ら学ぶ｣講演会をしました。「男性社会の菓子業
界に飛び込んで苦労したが、手先の器用さと忍耐
力で技術を磨き、自分をアピールする事で夢を叶
えた。」と話し、児童は熱心に聞いていました。

音楽・箏の鑑賞会

児童の歓声があがった聡子さんのお菓子の写真

翔南小５年・「環境学習」
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南風原町教育委員会

生涯学習文化課
あなたも学校の応援団になりませんか？ ボランティア募集中！

★未来を担う南風原町の子供たちを地域で育てましょう★ ＴＥＬ８８９－０５６８
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　4年生（134名)では、社会の学習で「南風
原町の町づくり 」について南風原町役場・企
画財政課の職員を講師に迎え学習しました。
　児童からは、「南風原町にも焼き物がある
の？」「津嘉山公民館はいつ出来るの？」等
たくさんの質問がありました。教師からは
「町づくりは10年後を見通して作られてお
り、大人だけでなく、子どもも参加すると分
かりました。」と感想がありました

企画財政課(左から）
祝嶺春俊さん
屋冝泰利さん

　6年生（128名)では「和楽器・箏に親しむ」
ことを目的に田本政子さん、新嘉喜周子さんを
講師に迎え、箏の鑑賞会を行いました。
　児童からは「ピアノと違う音と分かりまし
た。さわってみて、難しいと思いました。」と
感想がありました。

津嘉山小・翔南小　かぼちゃ団子作り

北丘小学校６年生
「思春期の体と心」
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　３年生は、南風原町の特産
品「かぼちゃ」を使って、団
子作りをしました。初めて家
庭科室で調理をした児童は、
「楽しかった。家でも作りた
いです。」と嬉しそうでし
た。

平田峯子さん／翔南小
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　６年生（１２６名）では、我喜屋さんを講師に迎
え、思春期の体と心の学習をしました。「今の私
達がいるのは、誰かの助けを受けて出来てい
る。人は一人では生きていけない。」と話してくれ
ました。児童からは「性について知ることは、恥
ずかしいことではなく、大人になるために必要な
知識だということが分かりました。悩みがあった
ら、自分で抱え込まず大人に相談したいです」と
感想がありました。

命と向き合う場所から伝えたいこと
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「はえばる豚」豚舎見学

南風原町出前講座
「はえばるリサイクル

ループ講話」
町役場・住民環境課

冨里北斗さん

　５年生は総合学習で「環境」について学んでいます。
南風原町の取り組みについて更に学習を深める為、「は
えばるリサイクルループ」について講話を聞き、実際に
「はえばる豚」の豚舎見学を行いました。
児童からは「南風原町が町を挙げて環境問題に取り組ん
でいることがわかりました。」「自分たちの食べている
給食の残りやコンビニの残り物が、はえばる豚の餌に
なっているという事におどろきました。」と感想があり
ました。

社会・南風原町の町づくり


